
共通到達度確認試験

◆ 正誤式問題と多肢選択式問題を用いたマークシート方式
◆ 「共通的な到達目標モデル※」に則した出題
◆ ５７校の４８４名の学生が受験（対象811名）
◆ 最高点・最低点・平均点、得点分布表、設問ごとの正解・正答率の一覧等のデータを公表

第１回試行のポイント

【第２回試行（H28.3.14）】 ２年次学生（未修者・既修者）まで対象を拡大

◆ 対象者を拡大（ １年次学生（未修者）に加え、２年次学生（未修者・既修者）も対象）
◆ 各学年とも共通の問題（科目：憲法・民法・刑法）を用いて実施
◆ ６０校の１，１５３名の学生が受験（対象３，１３９名）
◆ 受験者の法科大学院における成績等との比較分析を行うためのデータを収集

【第１回試行（H27.3.12）】 １年次学生（未修者）を対象に、憲法・民法・刑法の３科目を実施

第２回試行のポイント（第１回試行からの変更点を主に記載）

【第３回試行（H29.3.16）】 ７科目まで科目を拡大

◆ 刑事訴訟法・民事訴訟法・商法・行政法の４科目を追加（２年次学生（未修者・既修者）が対象）
◆ １年次学生と２年次学生で共通問題と学年別問題を組み合わせて実施（科目：憲法・民法・刑法）
◆ 学年別問題を使用することで学修の成果をより効果的に把握することが可能かどうかを検証

※法科大学院で共通して学修することが必要な内容・水準を示すものとして2010年策定。

○ 共通到達度確認試験は、各法科大学院が共通して客観的かつ厳格に進級判定を行うことができるよう、全法科大学
院が共通の問題を用いて統一的に学生の到達度を確認するための試験。

○ 令和元年度の本格実施に向けて、運営を担う大学（東京大学、一橋大学、京都大学（平成28年度から神戸大学を追
加））を中心に試行を進め、令和2年1月に初めて本格実施。

令和元年度から本格実施（試験日：令和２年１月１２日）

第３回試行のポイント（第２回試行からの変更点を主に記載）

【第４回試行（H30.3.15）】 １・２年次学生を対象に、憲法・民法・刑法の３科目を実施

◆ 第３回試行試験の結果を踏まえ、１年次学生と２年次学生で共通の問題で実施（科目：憲法・民法・刑法）

第４回試行のポイント（第３回試行からの変更点を主に記載）

【第５回試行（H31.3.14）】 １・２年次学生を対象に、憲法・民法・刑法の３科目を実施
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法科大学院用 

第１回共通到達度確認試験実施要領  

共通到達度確認試験管理委員会  

 

第１回共通到達度確認試験（以下、「到達度試験」とする）について、各法科大学院（以下、

「各大学」とする）は、この実施要領に沿って実施をお願いします。  

 

【実施の趣旨】  

法学未修者の教育の質の保証の観点から各大学が客観的かつ厳格に進級判定を行い、学生

に対する学修・進路指導の充実を図る基礎とし、学生自身においても全国レベルでの比較の下

で自己の学修到達度を自ら把握し、学修の進め方等を見直すことを可能とするために実施す

るものです。  

 

【実施にあたっての業務】  

到達度試験実施にあたり、各大学において下記の業務をお願いします。  

 出願受付・取りまとめ・事務局への連絡・受験番号の付番、試験場・連絡担当者待機場所の

確保、試験監督員（以下、監督員）・連絡担当者の選任、試験問題の印刷・保管、解答用紙等

試験資材の受領・保管、試験の実施、解答用紙の整理・返送、その他関連する業務  

 

【日程と時間割】  

令和２年１月１２日（日）１２：４０～１６：５５  

憲 法（３０問：正誤２０問・多肢１０問）  

[集合時間１２：４０ ] １３：００～１３：５０（５０分）  

刑 法（３０問：正誤２０問・多肢１０問）  

[集合時間１４：１０ ] １４：２０～１５：１０（５０分）  

民 法（４５問：正誤３０問・多肢１５問）  

[集合時間１５：３０ ] １５：４０～１６：５５（７５分）  

 ＊民法については、未施行ではあるが、いわゆる新債権法に基づく出題とする  

 

【対象者】  

5 月 1 日現在の在籍者（学校基本調査の人数を基準とします）  

カテゴリ※ 1 入学年次等 受験の要否 活用方法 

カテゴリＡ  

2019 年度以降入学未修 1 年次生  

（当該年度末の進級予定でない者※ 2

を除く） 

要 
進級判定資料のひとつ

として活用  

カテゴリＢ  

2018 年度以前入学未修 1 年次生  

（当該年度末の進級予定でない者※ 2

を除く） 

要 
学修指導の参考資料  

として活用  

カテゴリＣ  上記以外の在学生  
否 

（任意） 

学修指導の参考資料  

として活用  

※1 今後、当試験ではこのカテゴリ名で各対象者を示します。  

※2 休学者、長期履修者、秋季入学者等  

 

keita-kojima
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